Natsume Soseki\u27s Poetry in Chinese : Focusing on Poems Written in Shuzenji While Seriously Ill（Part 3） by 黒田 眞美子


















































































実の状況が身体に生理的影響を及ぼして発生する夢である。　「時夢」の「時」は四季を指し、季節によって夢の内容が規定されると説く。 「春は発生を夢み、夏は髙明 夢み、秋冬は熟蔵を夢む。此れ時に応ずるの夢なり」 「春夏は 長を夢み、秋冬は死傷」を夢見る。季節ごとの自然の営為が夢の発生に影響すること 指摘する。当時の 自然と人間の暮らし 距離の近さや、四季の推移へ 敏感さを看取し得る。だが、例えば秋に見る夢は、必ずしも「死傷」ばかりではあるまい。一口に「秋」といっても、三秋（孟・仲・ ）では相違があろうし、劉氏の説くように、スパン 長さゆえに説得力に欠け 。漢詩に限れば、やはり多様な夢が展開する。現実の秋の季節感が夢世界にも影響を及ぼして 主に老いや隠遁、望郷に関す 内容である。その中に「死傷」 詠う作も認められる。詩語として 「秋夢」は唐代から認められ、中唐以降増え いくが、中唐・盧仝（七九五？～八三五）の 秋行
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（」 （ 『全唐詩』巻三八八）は、舜の二妃娥皇・女英が後追い自殺をした



























































されよう。この「寒雲」は、第三章第三節で述べたように、外気の寒さと共に、心身の寒さ、 〈存在の寒さ〉を喩えると考えられ が 漢方医学的解釈も可能である。病気の発生は 外界自然の陰陽虚実の不調和に所以する 看做され、その意味でやはり「病夢」も「時夢」と同様、現実との関りから生じるといえよう。拙論 詩論なので、これ以上の詮索は無意味だが、漱石の「夢」の多さ 病気のみならず、病の発生源いうべき陰陽二気によって成立する自然との深い関わりを物語る。すなわち彼の繊細な五官が自然界の陰陽虚実に鋭く感応すると考えられ「夢」は単なる幻想ではないことを押さえておく。　
王符の「感夢」は「病夢」よりも、一層現実と密着した夢である。外



















































 昼夢に入り、起坐すれば是れ松声」 （ 「次韻吉老十小詩」













































夢」は、 「回」という動詞の主語として擬人化されていると捉えるかあるいは主語は（隠された）詩人で、 「客夢 り回る」とも解せよう。いずれが正しいか、結論から言えば前者で、後述する如く、漱石の漢詩にお て、夢は、自立した主体 して詠われることが多いからである。夢の内容はここでも語られないが、 「客」 （旅人）の が示唆す ように、 「木屑録」の詩と同様、 「郷夢」かも れない。伊豆から帰京する前日の作なので、 「回る」は、夢世界から現実へ 帰還 意に 東京への「帰郷」を重ねているとも考えられる。夢の中では、雨音が「松声」か何か別の音声に変わっていたにしても、一晩中 響いてい 。つまり
現うつつ
に感応する「感夢」といえよう。夢世界からの帰還を促したのは、




























































































けた（④「頽然として前楹（広間の入り口の柱）に臥す」 ） 。眠りから覚めてふと庭先に目をやると、一羽の小鳥が咲き乱れる花陰で囀っている。二日酔いで夢うつつの彼は問いかける、 「一体今はどの時節なのだ」
と。春風が、流れ飛ぶ鶯にささやきかけている、ああ、まさに今、春たけなわなのだ。その春を寿ぐように詩人は、また酒杯を傾け、浩歌放吟して（⑪「浩歌して明月を待ち」 ） 、まさに「三人」の「月下獨酌」をする。歌を終えればもはや無我無心（⑫「曲尽きて已に情を忘る」 ） 。
　
　「花間」の「酒」と「明月」を詩材とする李白詩の典型的作である。酒飲みの言い訳 「志」と称する 大言壮語は、①「處世若大夢 とあるように、
『荘子』齊物論の、死は「大覚」 、生は「大夢」に基づく。















空しく夢を遶る」と詠まれ いる。 っ もこれは漱石独自の発想ではなく、すぐに想起されるのは、芭蕉の「旅に病んで夢 枯野をかけめぐる」 、中国の漢詩 求め ば、唐代から数多見え、李白の「夢は繞る
　
辺城の月」 （ 「太原早秋」 ） 柳宗元の「夢 繞る
　
羽人の丘」 （ 「酬婁秀才
寓居開元寺、早秋月夜、病中見寄 ） 、顧況 山川を繞り
　
身は行













色」を形容するにふさわしい畳韻の詩語である。ここでは朝靄であろが、霧雨が緑苔の光と色を瑞 しく潤して、詩人の愁いを包み込むように朧な空間が広がっている。次節に述べるように、漱石詩には水性 少なくない。多様な意匠が凝らされるが、こ 朦朧空間もそ 一例といえよう。詩人はまだしっかりは目覚めず、名残りの夢 あわいで揺蕩っているかのようである。　
当該十首は、前述の如く第二期最後の作
93に続くが、実は一年半の空






























句から始めている。十首のうち其一と其四 ・ 六については、旧稿第三章「南画趣味時代の漢詩」第四節「詩と画」において論及したので、縷説は要しまい。其一に「夢」は用いられていないが、結句は昼寝を示唆し、鳥声、竹声に耳を傾けて横臥する詩人が、いつしか夢の世界に入っていく始まりの作とも位置付 られよう。　
十首は連作として緩やかな相関関係を保っており、それを可能にする




































































































る。崩御に関しては 周知の如く、 『心』 「下
　
先生と遺書五十五」
（百九）において、その報を知った「先生」は、こう記す。 「明治の精神が天皇に始まって天皇に終ったやうな気がしました。最も強く明治の影響を受けた私どもが、その後に生き残ってゐるのは必竟時勢遅れだといふ感じが烈しく の胸を打ちま た」と こ 感慨をめぐって、漱石の天皇観や「明治の精神」について多くの議論があるが ここでは言及を控える。ただ 先生」と漱石とは別人格ということを勘案しても、 「涕淚多し」という詩語は、明治天皇の重篤な病状 対して素朴な憂慮を吐露しているこ は明らかである。 『心』 「私」が帝大卒業後、帰郷た際、 「ある大きなことが起った。それは明治天皇の御病気の報知であっ 。 」 「私はつい此間の卒業式に例年 通り大学へ行幸になった陛下を憶ひ出したりした」 （ 「中
　
両親と私三」三十九）とあり、その行幸














状況報告と心情を表白している。 「聖上御重患にて上下心を傷め居候今朝の様子にては又々心元なきやに被察洵に御気の毒に存候」と。 「明治の精神」論とは別に、漱石がかよう 天皇の病状を気遣い、死を悼む人間的感情を抱いたとしても不思議はない。当該詩では、それも含めて明治の終わりという時代の大きな転換 迫る中、漱石 現実へ 関心と憂慮が表明されるのである。　
だが気が付けば、時は春、山も川も春の兆しが蠢動し始めた。詩人




て、詩人は現実的に修善寺という旅寓 身であったのに対して 当該作の旅先（ 「客」 ）は、夢の世界になっている。だが「客夢」は、全詩中この二例のみなので、ここで同じ詩語を用 るのは、飛躍を承知 いえば、夢中 は、修善寺 思しき自然ではあるま か さすれば冒頭の「病」にも繋がり、十首は、伊豆時代の続編に位置す 看做せよう。その流れを考慮すれば、この夢も春霞 包まれた波に揺蕩 ながら、
89詩と同様、
詩人は、夢と現のあわいに遊んだのではないだろう




















































































































































































媚ぶ」を髣髴とさせる。謝詩と同様、柳は長い枝を水面の白蓮にまで靡かせて、仏縁を物語る。仏教語 も 「白蓮」は夏の季語であり、「綠柳」は、春を象徴する。漱石現実の季節は重陽の秋であり、季節の不統一からも、当該詩が虚構 あ こと 明白である。あ いは、これらの植物は、まだ覚め切らない名残りの夢の中に浮んでいるのかもしれない。それらの中央には池が位置し、風は水面を揺らし、 も揺れ動く。光源の定かでない朧な光に浮かび上が 「道」は、時空を超越した世界へ導くようで、お ずと無駄な言葉は慎まれて 静寂が支配する。夢か現かわからない名残り 夢は、水 よる浮遊感で揺れ、朦朧たる空間の中に「妙香」が漂 流 る。　
尾聯は一転して、具体的な動作が述べられるが、尾聯の各動詞の主体
はいずれも「詩僧」で、漱石の姿は無い 初句（ 「曾見人間今見天」 ）では明確に、漱石自身の存在を詠んだにも関わ ず。
この齟齬は、 「夢」















































































































しこんでさわやかな風がそよぐ。その中で心静かに坐 い 「野人」（其四）の姿が浮かぶ。後半は対句で、これも時空対の一種といえよう。昼になりはしたが、人気無い部屋では、次第に茫然として時が消えてしまう。だが結句がわかりづらい。一海注 平仄を整えるため転倒したもので、 「出門流水空（門を出づれば流水空し） 」 意とする。さすれば門を出る主体は、 「虚堂」中の「野人」 （詩人）になる。だが「流水」の語は全詩中この用例 けで、それ 其二「竹密能通水」の典故 禅語中にあることは
看過できない。すなわち、 「出門」の主体は、密生した竹
林を物ともせず流れ 門内の 流水」と考えられる。この「門 は、横木を渡しただけの粗末な「衡門」であ 詫び住まいの単 る目印に過ぎない。区画も無い山居内には野性 竹 鬱蒼 茂り、そ 中を融 無碍に流れる「水」である。旱が続けば消えて無くなるいさら川であるが、雨後の今は、門外にも流れてゆく。まさに
空くう
」 、すなわち無心の



















































いる「心」が導き出され 「日」と「心」が、対語として成立するのか心許ないが、二語の関わりは 容易に解し得る。その「心」の「空」 、すなわち無我無 を、野原を流れる川（ 「野水」 ）によって表現 いる。
この水の響きも、 「無音の音」と言えるかもしれないが、
「野」に
よって、空間が可視化され 具体的に拡大する。あたかも眼前に、うららかな春景色の中、川が流れているか ように幻視幻聴させる。さらに言えば、それが「小眠中」の儚 夢であったことを否定する根拠は何もない。 「野水」はまどろみの中の春の夢だった ではないだろうか。　「野水」は、次の南画時代の二首に用いられており、旧稿第三章第四節「詩と画」において論じた 横山大観から贈られた画へのお礼の詩
108


























































、又澹淡として之く」 （漢・枚乗「七発」 ） 、 「波


















































　「少年時」は、人生の春に相当し、それにふさわしい「桃花」から始まり「柳枝」に収める。 「柳枝」は、水辺の畔のイマージュから「綠水」を導き出す。 「綠」は、 「柳」と呼応し、色彩的に補色の「桃」をも意識させて、やはり「少年時」を意味し、結句の「鬢」の白さと対比させている。 「月明」は銀色の光を輝かせて承句の「銀鞍」と関わらせながら、夜と う時間帯は、晩年を意識させよう。
すでに何度か指摘したよう






































































































生」という短い残り時間への意識を勘案すべきであろう。そこに 奇跡的時間 詠嘆が籠められて る。その想いは、白詩
の「千年の







らなければ、山の中に三月も滞在して結構な事と言われるだろうが、死に直面し、その後まさか門外に新しい世界が開けていようとは思いも寄らなかったと 反語を用いて強調する。予想外の喜びが弾む に伝わってくるが、②にも反語を用いており、律詩中の二カ所の反語は、相殺してかえって逆効果である。 ⑥「一天」の「一」は①「一息」にもあり、近体詩においては忌避すべき重複といえる。だが、仔細に見れば、同じく五字目に措いて、同じく
押韻の
上平灰韻の動詞「回」 「開」
と組み合わせている。いわば確信犯 そ 動詞は、相互に逆方向を表わし、 「息」 「天」 は、大小の対比を読み取れる。また頸聯は 中と外との方向対 数対、時空対と、高度に緊密な対偶性が試みられている。かように技巧的巧拙が渾然として るが、それらが て「一天開」という希望 光の開示へと収斂する。詩人の予期せぬ驚喜が眩しいほどに輝く 新たなる「天」の発見は 今期の特質として留意し、次節で闡明する。この「天」へ開かれた視線 、さら 現実 次元を超えて尾聯⑦⑧に繋がって行く。　
折角、手にした奇跡的「余生」を、燃えかすの灰（②「残灰」 ）のよ










「衰弱した生者の魂」の意に用いた。その発想の淵源は、 『楚辭』 「招魂」 、すなわち左遷されて死 淵を彷徨う悲劇的詩人屈原の魂であり、中国古来の伝統的魂魄観に基づく。ここでは詳述し得ないが、 「魂魄」とは、陰陽二元論によって、人の霊魂を陽魂と陰魄に分類した総称である。死後、魂魄は肉体から離脱し、陽魂は天に帰して「神」と称され、陰魄は地に帰して「鬼」と称される。 「招魂」は、古代葬礼の一つ（ 『儀禮』士喪禮）であり、遺族が高い所に登って 「 よ、帰り来たれ」と叫ぶ「たまよばい」である。だが「招魂」
では死魂ではなく、衰弱した傷心












































当人が姿を現したり、連絡があったりする。非日常の経験としては、遠方の知友や縁者が訪れる夢を ると、後からその人物の死亡時刻と合致していたなどの例が挙げられる。かよ な 象は、 「菊花 約」 （ 『雨月物語』 ）や支怪小説にも数多 記されて る。現実には空間的距離のある二者が、夢の時空超越性によって面晤する。それは単な 偶然ではなく、多くの場合、二者の密接な精神的関係や情念に因るとされ 元白の場合も、 人の深い友情が相互に感応 夢 生じさせた 解されよう。 『本事詩』は、それを「千里魂交」と称 のである。　
漱石の漢詩
30「別後、憶京中諸友」 （明治二十二年九月、 「木屑録」よ






























































































金から銚子を経て利根川を遡り、三ツ堀 野田市）到着後の作。肝胆相照らす友の不在 嘆き、都の友への慕情を詠う。①「墨江」 （隅田川）は、子規の下宿先を指し、子規 『七草集』冒頭「蘭之巻」にも「余は則ち墨堤月香楼に
寓
かりずまい






の下宿先（隅田川畔向島長命寺境内にあった桜餅屋）を美化して、水辺の粋な酒楼のように描出する。 「楊柳枝」は、送別のシンボルと 常套の詩語であるが、 「畫樓」が男女の別れをも暗示する は、
（（・
（7詩
のように子規との関係を男女間に喩えていることに基づくのであろう。体言 みの造句で余韻を醸し出す景観は、 千里を超えて飛び到った 「魂」が目撃したも と解せよう。 「湄」を反復 蟬聯体を用いて二句を繋ぎ、 「魂」の流動感を継続するとともに、 「墨江」を強調する。船旅 続けている彼の「魂」は、まる 川 流れに導かれるようにして遊行するのである。水と魂の親和性に 留意すべきであろう。だがこの「魂」は、果たし 「夢」か否か定かでない。そ 点を問題意識として読んでゆく。　
一方、頷聯③④は、旅愁に沈み、同行者と共感し得ない孤独感を酒で
紛らわす漱石の現況 詩作によって別離の悲哀を表現すれば、吟詠しても心はますます重く沈みゆく。ただ尾聯の「才子」も詩作しているので、頷聯の情景は、漱石のみならず、②に引き続き「魂 が見た都の画楼での友の姿かもしれない。さすれば「詩詞」に込められた情念が千里という距離を超えて、 と友を結び付け、同時性を実現することになり、 「千里魂交」 蓋然性が高い。もっともこの「 も「夢」ではなく、詩人 情念 塊とも解せよう。　
頸聯⑤⑥の対句は、室内と室外、あるいは天と地、また光と闇の枠組
みが看取され、それが対語（ 「夢 と「秋」 、 「蛾」と「雨」 ）のぎごちない対偶性を辛うじて支えている。一海注が、頸聯について 「七言のリズムには合わぬが」と述べ、別訓として「銀釭照らして夢に蛾の聚まる




















































































































の生を寄す」と詠い、当該作との関わりを見出せる。 「胡蝶夢」が、 「午眠」 伏線ともなって る。さすれば当該詩も「蝶夢」は、無論、 『荘子』の価値観 含み がらも 午睡の夢をも意味する。その結果、 「吟魂」という詩人の魂は、夢の中で自由に羽ばたき、 『明暗』執筆での人間模様に疲れ果てた現実を脱して憧憬世界へと遊ぶ である。⑧「詩成」に込められた例えようのない満足感が伝わってくる。頸聯の隠遁者への り切りも、 「吟魂 がいざ った「夢中」ならでは 変身といえよう。　
以上のように、漱石の夢の多くは、 「魂」と結びついて成立する。今
期、病臥中にも関わらず、自然の移ろいや景物 鮮やかに 受するのは、彼の豊かな想像力に拠ると述べたが、加えて詩作の際、彼は遊行し得る夢魂を措定して（詩語 して必ずしも用いずとも） 思うが儘の自然や理想的境涯を描出し得たのではないだ か。
「魂」は、自













』では、 「幻影の盾」 、 『草枕』など
















で」書かれた本（三一四頁）と述べる。それは聊か大仰にしても、同書は十二章構成の後半を、ほとんど「水」が占めて、主要テーマであることは間違いない。その「水」は、さまざまな「雨」である。 「濛々 天地を鎖す秋雨」 （ 『二百十日』 ） 、 「し 〳〵」と降り出す 春の雨」 （ 『草枕』 ） 、予兆としての雨（ 『坑夫』 ）な を挙げ 「雨 は、 「人 人とを結び合わせ」 （一八八頁）るが、遭遇は 『虞美人草』の最後、ヒロイン藤尾の自殺に顕著なように、 「訣別」をもたらす
その別れを登場人物






































・三） 。 「夢列」篇は、巻七第二十八。 「十夢」 （拙論本文中の三種











































































































































































































えば、 『道草』 （巻十）では、主人公の健三は、細君の父と心情的な「疎隔」があり、 「
不合理な事の嫌な健三は心の中でそれを苦に病んだ
」 （七十九） 。











































（（） 「上善は水の如し。水は善く万物を利して争はず 衆人の悪む所に処る。故に道に幾し」蜂屋邦夫訳は、 「最上の善なるあり方はみずのようなものだ。水は、あらゆる物に恵みを与えながら、争うことがなく、誰もがみ厭だと思う低いところに落ち着く。だから道に近いのだ」 （ 『老子』岩波書店、二〇〇八 ・ 十二、 三九頁）
（
（3） 「臨風詞兄」とは、笹川種郎（一八七〇～一九四九） 。美術評論のほか、著作に『支那小説戯曲史』 『支那文学史』など。 似」は「示す の意。
（




澹淡、隨波闇藹」 （戦国楚・宋玉「高唐賦」 ） 、 「靡微風
澹淡浮」 （後漢・班固「西都賦」 ）など。
（
















て霊魂の不滅を説き、儒者など反仏教論者は、 「神滅」を唱えた。例えば、南朝斉梁・范縝「神滅論」 （ 『梁書』巻四八儒林列伝）は、 形と神の関係を質と用を用いて相即不可分とし、死後の霊魂の消滅を説いて有名。
（





























































」 。 『草枕』の「オフィーリアの川流れや椿の落ちる池」 、 『虞美
人草』の「保津川下り、鴨川の水」 、 『三四郎』 池や小川 挙げる
（
38） 
小浜俊郎・桜木泰行訳、国文社、一九 三・二（第三刷） 。 「オフィーリ
ア・コンプレックス」については、第三章に記述。大岡氏引用文は、第三章Ⅷ冒頭（一三六頁） 。なお母性と女性については、第五章「母性の水と女性の水」に詳しい。
（
39） 「文鳥」 「夢十夜」 「永日小品」の幻想性を中心に、 「漱石の本当の恋慕の
対象は、存在しない母性ではなかったか」と記す（三一三頁） 。よく知られているように、漱石は生まれてすぐに里子に出され、一歳から九歳まで養家で育てられ、その後、生家に戻ったものの十四歳で母を亡くしている。
（
40） 
青土社、一九八七・五。
